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（１）筆の里工房周辺整備事業について（報告）

【教育部】

（２）町立小中学校タブレット端末等整備事業について（報告）

【議会】

（３）その他

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

９．議事の内容

（開会 ９時２８分）

○議長（大瀬戸） 皆さん、おはようございます。

議員の皆様方、また執行部の皆様方におかれましては、本日はお忙しい中を全員協議

会にお集まりいただきましてありがとうございます。

本日の全員協議会では、執行部から報告案件２件について説明を受けたいと思います。

また、本日の協議におきましては、前回と同様、発言する際にはマスクをつけたまま、

そして座ったままで発言をしていただきたいと思います。なお、発言するときにはマ

イクを口元に近づけてお願いをいたします。

皆様から様々な御意見を頂きながら円滑に進めていきたいと考えておりますので、ど

うぞよろしくお願いいたします。

協議会の開会に当たりまして、町長から発言の申出がありましたので、これを受けた

いと思います。なお、本日は新型コロナウイルス感染症対策に関する報告もあるよう

ですので、御了知いただきたいと思います。

三村町長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○町長（三村） 皆様、おはようございます。

議員の皆様方におかれましては、御参集賜り、誠にありがとうございます。

報告事項の説明の前に、新型コロナウイルス感染症について御報告申し上げます。

緊急事態宣言は全ての都道府県で解除され、外出自粛や休業協力等の要請も大幅に緩

和されたところでございます。本町では、今月１３日から図書館の予約貸出しを、そ

して１９日からは筆の里工房を再開しており、学校、公民館、その他の公共施設でも、

６月１日、月曜日でございますが、全面再開いたします。

しかし、今般の感染症はいまだ終息しておらず、秋以降に再び感染が拡大するであろ
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うと言われております。このため、感染防止への自覚や、第２波への心構えを持続さ

せなければなりません。密閉・密集・密接のいわゆる３つの密を回避すること、せき

エチケットの励行やうがい・手洗いを徹底することなど、新たな生活様式として個人

個人が習慣化することが求められております。公共施設や各種行事の運営においても、

感染防止のための利用条件の設定や人数制限、行事によっては自粛や縮小の措置など

をこれからも講じてまいります。町民の皆様には、引き続き御協力をいただくことと

なりますので、御理解をお願いいたします。

感染症対策のための第２弾の補正予算を編成してまいります。主な財源である地方創

生臨時交付金に係る国への実施計画の検討期間や国の審査スケジュールを勘案し、こ

の交付金に係る収支のみを個別の補正予算案として編成することといたしました。こ

のため、補正予算（第２号）案に続く、（第３号）案として、追って提出させていた

だきます。６月議会においては、この両案の補正予算案を御審議いただきたいと考え

ておりますので、この点につきましても御配慮をお願いいたします。

なお、国の交付金審査を前にして計画内容の説明を行うことにはいささかのためらい

もございましたが、この機を捉えて事前にお伝えすべきと判断いたしました。ついて

は、未確定ながら、後ほど総務部長に概要説明をさせまして、改めて本会議の議案審

議に際し、詳細に説明をさせていただくことといたします。

このたびのコロナショックが経済に及ぼす影響は、リーマンショックやバブル崩壊よ

りも深刻であるとの見方が大勢です。住民生活や産業への打撃はもとより、町財政へ

の影響も不可避と考えております。このため、私を含めた特別職三役の給与を削減す

ることといたしました。削減幅は、給料については、私は１０％、副町長、教育長は

８％を、それぞれ６か月程度削減いたします。また、６月支給の期末手当について、

私は２０％、副町長、教育長は１５％の削減を行うこととし、これに関する条例案を

追って提出させていただきますので、御審議のほどよろしくお願いいたします。

今般の感染症に係る感染予防の取組や、終息後、あるいは将来を見据えた経済対策な

どにつきましては、引き続き、鋭意推進してまいりますので、御支援をお願いいたし

ます。

さて、本日は報告２件について御説明をさせていただきます。

まず報告事項の１件目は、「筆の里工房周辺整備事業について」でございます。筆の

里工房周辺整備事業の基本設計につきまして、その概要を報告いたします。
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報告事項の２件目は、「町立小中学校タブレット端末等整備事業について」でござい

ます。ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けた小中学校タブレット端末等の整備事業を

御報告いたします。

本日の報告案件は以上の２件でございます。議員の皆様方の御理解と御支援を賜りま

すようお願い申し上げます。

では、よろしくお願いいたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 宗條総務部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務部長（宗條） 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金による事業案に

つきまして、お手元に配付をさせていただいております１枚ものの資料に沿って、そ

の概要を説明させていただきます。

このたびの交付金の本町への交付額は、下から４行目に記載のとおり１億１,１８８

万６,０００円が限度額となっております。この交付金を活用して、より広い行政領域

で各般の対策がなされるよう、本町では、「社会機能」「地域経済」「感染予防」

「住民生活」及び「教育」の５つの領域で、１１の事業化を図ることといたしました。

まず、「社会機能」の領域でございます。

№１の感染症拡大防止緊急対策としまして、４月の臨時会で御承認いただいた医療従

事者等に施設を通じて１人当たり３万円以内の支援を行う経費３,０９０万円を、この

交付金の対象事業に位置づけます。予算上は、財源更正の補正となります。

№２以降は、新規の事業となります。№２の感染症拡大防止対策は、一般廃棄物収集

等事業従事者１人当たり３万円の支援を行うもので、２２４万７,０００円の計上です。

一般廃棄物として家庭から排出される使用済みマスク等を収集・処理する従事者の感

染防止のために要する経済的な負担を軽減し、廃棄物の円滑な処理体制を維持するた

めに支援を行うものでございます。

次に、「地域経済」の領域です。

№３の感染症拡大防止協力事業所への支援は、県知事による休業要請等に応じた事業

所に対し県と連携して支援するもので、協力支援金のうち、町が３分の１に相当する

額を受け持つもので、１,６３３万円の計上です。スナックやカラオケ店、塾、生活必

需品以外の商業施設で要請に応じた中小企業者に１０万円から最高５０万円の支援金
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が支給されます。

№４の雇用調整助成金申請事務費への支援は、労働局への雇用調整助成金申請に要し

た事務経費のうち、県が助成する１０万円をもってもなお経費の持ち出しとなる場合、

５万円を上限に助成するもので、９５０万円の計上です。雇用調整助成金は、経済上

の理由で事業活動の縮小を余儀なくされた事業主が、労働者に対して一時的に休業等

をさせた場合、休業手当等の一部が助成される国の雇用安定事業です。今回のコロナ

関連では、休業手当を満額支給するなど一定の条件を満たす場合は、中小企業の場合、

３分の２の助成率が特例的に１００％に引き上げられています。この事務手続を社会

保険労務士に依頼する場合は報酬の支出が生じますので、それに対する支援策です。

№５の事業継続化への支援は、国の持続化給付金の受給対象外となる事業所のうち、

セーフティネット保証等による資金繰り支援制度を活用した事業所に一律１０万円を

支給するもので、１,０００万円の計上です。持続化給付金は、前年同月比で売上高が

５０％以上減少している中小企業に、法人は２００万円、個人事業者は１００万円を

上限に給付されるものです。この給付金の対象にまでは至らないものの、売上高が一

定程度減少したことから、中小企業者の経営基盤の強化を支援するセーフティネット

保証等による融資を金融機関から受けた事業者を支援するものです。

№６の飲食店の経営革新に向けた取組への支援は、町内の飲食業者らで構成する団体

等が、店舗・テイクアウト商品の紹介・予約・決済等がインターネットを介して行え

るウェブサイトを構築するための初期投資経費を助成するもので、８２５万円の計上

です。飲食店の営業自粛に伴い、全国的に料理の宅配やテイクアウトの需要が高まっ

ています。食品の持ち帰り予約から決済に至るシステムは、大手チェーン店などでは

採用されていますが、地域の小規模の店舗情報を紹介するウェブサイトの大半は、店

舗やメニューの紹介にとどまるものです。

町内の様々な飲食店をウェブサイトで閲覧し、好みのメニューを予約し、決済まで完

了する。店舗によっては配達も予約できる。このようなシステムは、高齢者を含め多

世代が日常的に利用できる利便性の高いツールであり、店舗にとっても、感染症の蔓

延期のみならず、平時においても有効な販売促進ツールになり得ると考えられ、本町

独自のウェブサイトとしての構築・運営を業界に働きかけてまいります。

次に、「感染予防」の領域です。

№７の避難所設備の充実強化は、避難所における感染症対策としての衛生用品、パー
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ティション、防護服、ワンタッチテント、体表検知カメラ等を整備するもので、１,９

９０万円の計上です。

№８の児童用マスク等の購入は、児童・生徒・教職員用マスク等衛生用品を各校に配

備するもので、２,１００万円の計上です。マスクは１人当たり６か月分の使用に相当

する１００枚程度が行き渡るようにするほか、消毒液等を配備いたします。

次に、「住民生活」の領域です。

№９の住民の生活支援は、水道料金のうち、基本料金２か月分を免除する手法により

生活支援を行うもので、２,３４５万円の計上です。上水道事業会計の免除総額に相当

する額を一般会計から繰り出し、上水道事業会計の減収を補填いたします。なお、未

給水世帯へは、免除相当額の１世帯当たり２,３１０円を申請に基づき支給いたします。

№１０の準要保護児童世帯等の生活支援は、中学校３年生までの子供のいる低所得世

帯に１世帯当たり５万円の給付金を支給するもので、１,０５０万円の計上です。対象

は、国の制度により同様の支援が行われる児童扶養手当受給世帯を除く、要保護・準

要保護世帯及び町民税非課税世帯といたします。

最後に「教育」の領域です。

№１１のＧＩＧＡスクールの推進は、本日の報告案件のＧＩＧＡスクール構想実現に

向けた町立学校へのタブレットの配備に要する費用のうち、本年度３か月分のリース

料の財源に交付金を充てるもので、４７０万円の計上です。

以上の事業費の総額は１億５,６７７万７,０００円。このうち、№１の事業費は既に

予算化されていますので、６月補正予算額の総額は、１億２,５８７万７,０００円と

なる見込みです。財源は、特定財源として地方創生臨時交付金１億１,１８８万６,０

００円、一般財源は１,３９９万１,０００円となり、その内訳は、財政調整基金の繰

入金を５９０万９,０００円減額し、筆の里づくり基金から１,９９０万円を繰り入れ

ることとしています。

現在、このような内容での実施計画を国に提出しておりますが、事業内容が変更する

可能性もあることから、補正予算の議案説明において、正式に説明をさせていただき

ます。

地方創生臨時交付金による事業案の説明は、以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 以上で執行部からの報告を終わります。
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なお、ただいまの説明にありましたように、改めて補正予算案が提出されるようです。

本件に関する質疑につきましては、その際にお願いしたいと思います。

それでは、早速、協議会に移ります。

報告案件、筆の里工房周辺整備事業について、執行部から説明を受けたいと思います。

沖田建設農林部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設農林部長（沖田） それでは、最初の報告案件、筆の里工房周辺整備事業について

御説明いたします。

資料１を御覧ください。

項目番号１、報告の要旨です。

平成３０年５月に業務着手いたしました熊野町観光交流拠点整備事業に係る基本設計

及び測量調査業務が本年３月に完了しましたので報告するものでございます。また、

これまでの整備経緯や施設概要等もあわせて御説明いたします。

次に、項目番号２、整備経緯及び施設概要について御説明いたします。

（１）整備経緯ですが、平成２８年度に本町の観光戦略を推進するため、現状認識、

戦略の方向性、観光振興に向けた主な取組方針として、熊野町観光交流拠点整備構想

を策定し、①観光戦略が目指すものの、ア「目標」として、本町全体の観光入り込み

客数２５万人を目指し、イ「方針」としましては、Ⅰ、「筆」「食」「自然」を軸と

したさらなる魅力向上。Ⅱ、熊野町への来やすさの向上。Ⅲ、熊野町の魅力を的確に

伝える仕組みづくり。Ⅳ、交流拠点を中心に町なか資源と周辺都市との連携を掲げて

おります。

次に、②観光交流拠点整備構想でございます。この観光戦略の４つの目標の実現を図

るため、町なかにぎわい拠点の核として、筆の里工房の北側に観光交流拠点を整備す

ることといたしました。この整備構想に基づき、熊野の魅力に触れる仕組みづくりを

確立するため、筆の里工房と周辺の未利用地を都市公園として一体的に整備を行うも

のでございます。

続いて、（２）施設概要でございます。

①施設概要のア「施設用途」は、筆の里工房と都市公園を一体的に整備する観光交流

拠点施設と位置づけております。

イ「整備期間」でございますが、当初は平成２９年度から令和４年度までを整備期間
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としておりましたが、平成３０年７月豪雨により、事業の進捗の遅れや災害復旧事業

を優先させたことから計画期間の終わりを延長いたしました。

ウ「公園面積」は約４.３ヘクタールで、令和元年度末時点の用地取得率は９３％で

あり、本年度で全ての用地取得を完了する見込みでございます。

エ「概算事業費」につきましては、平成２９年度８月の全員協議会で報告いたしまし

た約１３億６,０００万円でございます。

続いて、②特定財源につきましては、ア国土交通省都市局が所管しております、イ社

会資本整備総合交付金の、ウ公園整備事業として、平成３０年２月に採択されました。

計画名称と国費の交付率は御覧のとおりでございます。平成３０年度より、この特定

財源を確保し事業を推進しております。また、国土交通大臣への要望活動を実施する

などして、計画的な財源の確保に向け調整を図っております。

次に、項目番号の３、基本設計の方針について御説明いたします。

基本設計の方針につきましては、これまでの全員協議会での御意見等を踏まえながら、

町民の新たな活力を創造する場、憩いの場、また町民にとっても日常的に本町の魅力

を体験できる場となるよう、「１交流ゾーン」、「２見晴らしの丘ゾーン」、「３自

然ふれあいゾーン」の３つのゾーンを構成いたしました。また、計画地の地形や周辺

の自然環境の既存ストックを活用し、里山環境を体験できる空間、盆地ならではの市

街地や田園の景観、遠景の山並み等の眺望景観を生かした施設配置としております。

さらには、筆の里工房の既存施設と新しく生まれる公園施設が一体的に利用できる空

間整備に配慮すること等を基本設計の方針としております。

次に、項目番号の４、基本設計計画図について説明いたします。

赤色の破線で囲っております「１交流ゾーン」は、パークステーションや大屋根、交

流広場等の交流機能を持たせ、既存の筆の里工房と一体的な利用を可能とすることで、

筆づくりや書道体験等の体験型コンテンツの機能拡大を図るなど、観光客と町民の交

流の場として整備いたします。また、筆以外にも本町の食文化などの魅力的な地域資

源が活用できる商業、物販機能、さらには本町の情報発信拠点として整備することと

しております。

続いて、薄い青色の破線で囲っております「２見晴らしの丘ゾーン」は、家族との触

れ合いの時間を提供できる空間として、主に幼児から児童までが自由で安全、快適に

遊べるように、芝生のピクニック広場やアウトドアガーデン等を設け、公園の自然や
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芝生広場の特性を生かしたアクティブな遊びの空間を創出する場として整備すること

としております。

続いて、緑色の破線で囲っております「３自然ふれあいゾーン」は、周辺の自然環境

の既存ストックを活用し、せせらぎ・親水池を設置することで、本町の野原や森、小

川などの里山空間を体験できるような空間整備を行い、日本の伝統的な風景などを意

識しつつ、憩いの場として整備することとしております。

続いて、紫色の破線で囲っております「４駐車場」は、当該施設の利用目的に合わせ

た配置としております。

計画図の東側に配置しております「駐車場１」は、主に筆の里工房を中心として交流

ゾーンなどを観光で利用される方を想定し、一般車両１７５台の駐車場を確保してお

ります。また、その北側に隣接する多目的広場につきましては、臨時駐車場として一

般車両７５台の駐車を可能としております。

続きまして、計画図の北側に配置しております「駐車場２」は、主にピクニック広場

やアウトドアガーデンを利用される方を想定し、一般車両５０台の駐車場を確保して

おります。

続きまして、計画図の南側に配置しております「駐車場３」は、大型バス５台の駐車

場及び、主に筆の里工房南側の坂面大池周辺を散策される方を想定し、一般車両１５

台の駐車場を確保しております。

次に、濃い青色の破線で囲っております「５調整池」は、造成工事に伴い整備が必要

となるものでございますが、ビオトープなど自然景観に配慮した憩いの場となるよう、

検討してまいります。

次に、項目番号の５、今後のスケジュールについて御説明いたします。

令和元年度で基本設計が完了したことにより、本年度より段階的に実施設計及び整備

工事に着手してまいります。現在の工房駐車場の位置には、将来、調整池を設置する

こととなり、整備は駐車場の代替機能を確保することから進めていくため、本年度は、

交流ゾーン及び東側の駐車場１の整備に向けた実施設計を行うとともに、観光バス等

に対応する南側の駐車場３の造成工事に着手いたします。

令和３年度以降の事業スケジュールにつきましては、今後の経済状況の見通しなどを

精査し、改めて構築してまいります。

多発する災害や今般の感染症対策により、国・地方を通じて極めて厳しい財政状況に
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あり、国の交付金や町の当該事業への予算配分の将来見込みは不透明感を増しており

ます。また、コロナショックは世界的に経済へのダメージと人々の感染予防に向けた

行動変容をもたらしており、観光への影響も注視する必要があります。こうしたこと

から、今後の事業推進に当たっては、整備事業や、その後の運営に影響する、こうし

た様々な要素を踏まえて慎重に検討を重ねつつ、町民の皆様の交流と憩いの場、筆文

化の発信や芸術振興の拠点づくりは、本町のまちづくりにおいて極めて重要な施策で

あることから、引き続き、着実に事業を進めてまいります。

説明は、以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 執行部からの説明が終わりましたので、この報告につきまして質疑が

あればお願いします。質疑はありませんか。ないですか。

荒瀧議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１２番（荒瀧） 報告ですから、それについての質疑ではございません。根本的な話を

申し上げますと、一つ、この事業の一番もとは筆の里工房の基本的事業の見直しをす

る時期に来ておるということです。工房の入館者が伸び悩んでいると思います。あわ

せて、この公園を整備することによってフォローできるかどうかと、非常に不透明な

中でこの計画はもう最初地域創生からしますと、農家もあったんですが、そんなのも

なくなっている。特別委員会を設置いただいて、失敗しますよ、このままやったら。

ぜひ議員から意見をトータルにまとめて。で、総務と建設の視察に行っておられます

が、まだまだ議論してみようし、視点が少ない。深くないですから、全員で深く議論

をして、必ず成功するように、よろしくお願いしたいと思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） ほかにございますか。

（「なし」の声あり）

○議長（大瀬戸） ただいま筆の里工房周辺整備事業について説明を受けました。この事

業につきましては、引き続き事業を円滑に進め、事業の進捗に合わせて今後も適宜協

議、報告されるよう要望し、次の報告に移りたいと思います。

報告案件、町立小中学校タブレット端末等整備事業について、執行部から説明を受け

たいと思います。



－12－

横山教育部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○教育部長（横山） それでは、教育委員会から、熊野町立小中学校タブレット端末等整

備事業について、御説明させていただきます。

資料２を御覧ください。

まず、１「事業概要」でございます。この事業は、国が掲げるＧＩＧＡスクール構想

の実現及び災害時やこのたびのコロナウイルス感染症対策のような緊急時におけるＩ

ＣＴ端末を活用した学習機会の確保を図ることが急務となっていることから、早急に

児童生徒１人１台のＩＣＴ端末の整備を図ろうとするものでございます。

次に、２の「事業計画」でございますが、ＧＩＧＡスクール構想に基づくＩＣＴ端末

の整備については、熊野町では当初、国が示したロードマップより１年前倒しをして、

令和２年度から令和４年度の３か年で１人１台の端末を整備する予定でございました

が、新型コロナウイルス感染症の拡大を受け、全国の小中学校が一斉に臨時休業した

ことにより、学習機会の確保を図るという観点から、国は構想実現のロードマップを

見直し、令和２年度で全国の公立小中学校及び義務教育諸学校の児童生徒全員への端

末整備を行うための補正予算を確保し、全国の自治体に対し、補助金による早期整備

が求められました。これを受け、本町も当初の計画を見直し、本年度中に児童生徒全

員への端末整備を実施したいと考えております。

次に、３「仕様等」でございますが、整備する端末の仕様については、国が示してお

ります標準仕様書に基づき検討してまいります。端末は、児童生徒が手軽に持ち運び

ができるタブレット型とし、インターネットへの接続を基本とするクラウド型の機種

を考えております。また、国の標準仕様書に示された双方向でのやりとりや多様な学

習に対応するため、カメラ、キーボードを備えたものとし、さらに学習支援ツールを

含んだ仕様を考えております。ＯＳは安価でシンプルな設計であること、また広島県

が推奨するグループでの活用を図るためのパッケージ「Ｇ Ｓuite」を提供するグーグ

ル社製の機種を検討しております。

次に、４「事業費」についてでございますが、端末の調達については５年間の賃貸借、

いわゆるリース契約で考えており、事業費全体では１億５,０８５万円で、令和２年度

におけるリース料金については、３カ間のリース料として４７０万円を見込んでおり

ます。
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続いて、５「財源」は、公立学校情報機器整備費補助金を活用することとし、端末１

台当たり４万５,０００円の定額補助となります。補助の対象となる事業費は、整備す

る児童生徒数の３分の２となっております。リース契約により整備する場合も補助対

象となり、この場合、リース料は直接業者に対し支払われるという形となります。

次に、６の「運用方法」についてです。１人１台のタブレット端末が整備されること

により現在の学習環境がどのように変わっていくのかを図で示しております。例えば、

現在の学習環境では、発表する児童の考えが先行して授業が展開される状況が多々見

受けられますが、タブレット端末を活用することにより、それぞれの児童生徒の考え

方や、理解の状況などが容易に把握できることから、個々の実態に沿った質問ができ

る授業展開であったり、教科書に掲載してある図形や写真、グラフ等を拡大して細か

な発見をするなど、自ら気づき、考えさせる指導や、状況に合わせ動画や音声を活用

し、学習への興味・関心を引きつける授業への発展が期待できます。

また、学習支援ツールとして授業の復習や予習などの家庭学習、災害時等の学習支援

に活用が可能であったり、特別支援学級や通級指導教室の対象児童生徒には、視覚的

な効果や言葉として発することが苦手な子供たちにも有効活用が図れたり、時には不

登校の児童生徒への学習支援といった面でも有効なツールになるものと考えておりま

す。

次に、７「家庭におけるインターネット環境の状況について」でございます。今後、

タブレット端末を用いた家庭学習が必要となる場合も想定し、各家庭におけるインタ

ーネット環境の状況について、本年４月に保護者宛て情報メールを活用してアンケー

ト調査を実施いたしました。調査は、「現在、家庭にインターネットに接続できる環

境があるか、ないか。」という簡単な調査でございますが、結果は、Ｗｉ－Ｆｉ等イ

ンターネットに接続できる環境がある家庭が９１.７％、接続できる環境がないという

家庭が８.３％という結果となりました。今後は、端末を自宅に持ち帰り、家庭での自

学自習が必要となる状況なども想定されることから、さらに詳しい実態調査を行うな

ど、これからのＩＣＴを使った家庭学習の取組についても検討していく必要がござい

ます。

最後に、８「今後のスケジュールについて」でございますが、まず、６月定例会にお

いて当該事業に係る補正予算を計上させていただき、御承認賜りました後に、リース

業者を選定し、８月に国へ補助金申請を行い、交付決定をいただいた後、９月に選定
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業者とリース契約を締結し、事業を進めてまいりたいと考えております。できる限り

早期の導入を目指したいと考えておりますが、全国的に令和２年度中にＩＣＴ端末整

備に動き出す自治体が大多数という状況が想定されますことから、機器の確保、調達

に時間を要することも考えられることから、現時点では、来年１月の機器導入に努め

てまいりたいと考えております。

説明は以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 執行部からの説明が終わりましたので、この報告について質疑があれ

ばお願いいたします。質疑はありませんか。

片川議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○９番（片川） この事業において、率先してやっていただくのは非常にありがたいと思

います。ですが、これを使いこなすのは子供のほうが上手なぐらいで、教員のほうの

指導に対しての文科省からの指針等、町教委自体はどういう指導をなさっておられる

のか。教員が使いこなせないと無意味なものになりますので、この辺をお伺いしたい

と思います。

前回、文教のほうで視察させていただいたときに、とても教員が扱えておる状態でな

いと。わざわざこういう端末を使ってしている授業の意味があるのかいうことを感じ

ました。

子供たちは、どっちかというと教員よりも子供たちのほうが率先してついていけとる

んですね、この機器に。教員がどのようなこれを使って子供たちに指導することが有

益なのか、教員がどこまで把握できとるのか、それに対して町教委のほうでどのよう

な指導をしていくのか、そのスケジュールとその予算をどのように考えておられるの

かということをお伺いしたいと思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 元永教育指導監。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○教育指導監（元永） 失礼します。

ただいまの御質問についてですが、おっしゃるとおり、教職員がそのＩＣＴ機器を本

当に使えこなせているのか、十分できるのかという面では課題があると捉えておりま
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す。

教員の中にも確かに詳しいもの、専門的な知識を有しているものもいますが、中には

なかなか苦手意識があり使っていない、そういう状況も見受けられます。それは確か

であります。

しかし、そういう状況の中で、熊野町ではＩＣＴ活用推進協議会というのを設立して

おります。これは町内の各小中学校の担当者、このＩＣＴに詳しい専門的な知識を有

するもの、代表者を集めまして、今おっしゃっていただいたような授業の中での有効

活用、使い方、そのあたりの研修を行っております。

そして、それは一部のものが、一部の教職員が受けている研修ですが、必ずその内容

を自校に持ち帰って、各学校で研修をして、それぞれの学校でそういったものが広が

るように、共有化されるように、新しい知識、技術が伝わるように努力をしておりま

す。

実際に、授業の中で本当に効果的に活用するようになるためには、やはり先ほどおっ

しゃっていたような研修ですね。そして、ただ話を聞くだけではなくて、実技演習、

実際に使う中で、授業を受ける中で実際に使う研修が非常に重要だと考えております。

今、お話ししていただいたとおり、現実的にはまだまだ使いこなせていない教員があ

るのは事実でありますが、そこのあたりを早急に研修会、今年度の後半で考えており

ますが、設定して、早急に教員の力をつけていくことを考えております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 横山教育部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○教育部長（横山） 少し補足をさせていただきます。

まず、国の指針という御質問がございました。こちらにつきましては、このＧＩＧＡ

スクール構想の実現という中で、今回、ＧＩＧＡスクールサポーターということで、

いわゆるタブレットの操作のみならず、授業のコーディネート、そういった方が町の

ほうに協力をしていただいて、操作性並びに授業でいかに活用していくかといったよ

うな人材を補助して、補助といいますか、つけていただけるといったようなことが示

されております。

そして、実際のところ、これから児童生徒一人一人、そして先生方皆様方にそのタブ
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レット端末が配置されるということです。せっかくつけてもらったものを活用しない

というわけにはいきません。そのためには、やはり校長等のリーダーシップ、こうい

ったものが大変必要になってこようかと思います。

町教委のもとよりそういった学校長のリーダーシップ、こちらから先生方にしっかり

使っていただくように、先ほど申されましたように、児童生徒のみならず、当然なが

ら活用するに当たっては先生方の力というのが大きな課題になってこようかと思いま

す。そういった面でもしっかり校長のリーダーシップ、教育委員会と連携をいたしな

がら、この２,１００台余りになりましょうか、そのタブレット端末が無駄にならない

ようにしっかり考えていきたいというふうに思います。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 片川議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○９番（片川） ありがとうございます。

単にＧＩＧＡスクールサポーター、これ国のほうの予算からなんでしょうけど、それ

以降に、町教委と学校で連携を組んで、実際これが使えるようになるように、全教員

にしていただかなければいけないと思うんですけど。それには予算がかかってきます

よね。ただでさえ教育委員会、十分な予算だと私は感じておりませんけど、補正か何

か組まれるんですか。どこから出てくるんですかね。予算がなかったらできんと思い

ますけどね、実際のとこ。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 隼田教育部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○教育部次長（隼田） 先ほど部長のほうからありましたＧＩＧＡスクールサポーター、

これ国の補助がつく予定となっております。これを予算化いたしまして、６月補正で

計上させていただいて、できるだけ早く運用していきたいと、そのように考えており

ます。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 片川議員。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○９番（片川） ＧＩＧＡスクールサポーターの予算内で、全部教員に対しての指導に対

する予算がこと足りるんですかね。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 隼田教育部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○教育部次長（隼田） このＧＩＧＡスクールサポーター、まず最初の一歩だろうと考え

ております。様々なコンテンツがこれから開発されてくるだろうと考えております。

それに沿った研修費用であるとか、サポーターの単費での雇入れ、このようなことも

今後考えていかなくてはならないというふうには考えております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 片川議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○９番（片川） 十分に考えておられるんでしょうけど、ただでさえ教員の負担いうもの

は大きいものですから、ぱっと私、今聞いたときに、スクールサポーターの予算はあ

くまでもそこまでであるんじゃないかなという気がしたんですね。漠然と予算をもっ

て組まれたものを使われるにしても、末端の一人一人の教員までの負担に対するこの

予算は全然検討されないのかなということをちょっと聞きたかったんですね。いかが

でしょうかね。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 隼田教育部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○教育部次長（隼田） 教員の負担、当然、新たなことを始めるんで、負担にはなろうか

とは考えます。先ほども申しました、最初の一歩として、このＧＩＧＡスクールサポ

ーターを有効活用しながら、今後、発展させていきたいということで、今後、その計

画等、予算どり等を行っていきたいというふうに考えております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 横山教育部長。



－18－

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○教育部長（横山） 教員の指導につきまして、先ほどちょっと話がありましたＩＣＴ教

育推進協議会、こちらのさらなる充実が必要になってこようかと思います。ＧＩＧＡ

スクールサポーターという人材を配置していただきましても、全ての教員にというこ

とは大変難しいかと思います。例えば、各校に今日はどこどこの学校、今日はどこど

こといったような形になるんではなかろうかというふうに思います。そうした中で、

１５０人近い教員の指導といいますか、それは大変難しいことかと思います。

そうした中で、やはり期待したいのは、今設置をしておりますＩＣＴ教育推進協議会、

これをさらに充実していって、それをまた校内に持ち帰って、本当に全ての教員が使

うような、そういう方向性に持っていかなくてはいけないんではなかろうかというふ

うに思います。

例えば、タブレットを使って課題を生徒たちに、児童生徒に出す、そういった課題も

プリントで渡すのではなく、例えばそのタブレットを使って課題を出して、それを皆

がするといったような、やはり率先してタブレットを使うという方向性に持っていか

ないといけないのではないかなというふうに考えております。

今申しましたように、そのＧＩＧＡスクールサポーターの活用、そしてＩＣＴ教育推

進協議会、これのさらなる充実というのが、今後必要になってこようかというふうに

考えております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） ほかにございますか。

尺田議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○５番（尺田） ちょっと単純なことを伺うんですけども、これに関わる通信費ですよね。

これについては町の負担になるのか、それとも保護者側の負担になるのか、お願いし

ます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 隼田教育部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○教育部次長（隼田） 今ここにデータがあります。簡単な調査ではございますが、約９
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割の方のＷｉ－Ｆｉ環境があるということで、この通信費については御家庭での負担

となっております。環境のない、アクセスできない世帯につきましては、今後、実際

どのような状況なのか。実際、この環境ありというところも詳細な調査はしておりま

せんので、この中でのタブレットに対応できるかどうかというようなところも調査を

しながら、その環境にない家庭に対して今後、その通信費等の負担等を検討してまい

りたいと、そのように考えております。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 尺田議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○５番（尺田） インターネット環境があっても、Ｗｉ－Ｆｉがある家庭とない家庭とい

うのはあると思うんですよね。Ｗｉ－Ｆｉがあれば無料に近いものでいくと思うんで

すけども、Ｗｉ－Ｆｉがない家庭については有料になる。

また、８.３％ですから、単純に行ったらどうでしょう、１６０ですか。１,９６９人

の８.３というたら１６０ちょっとぐらいじゃと思うんですけども、この家庭について

は必然的にインターネット環境を整備してもらう必要があると思うんですが、それに

関わる補助とかというものは、現在町のほうでは考えておるんでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 隼田教育部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○教育部次長（隼田） 現段階においては予算化できておりません。先ほど申しました、

環境があり、議員もおっしゃったようにネットに接続できる環境なのかどうかという

ところも、まだこの調査では不確かなところでございます。その状況を見ながら、で

きるとしたら低額所得者への補助等を、その辺の検討をしていかなければならないの

かなというふうに、現段階では考えております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） ほかにございませんか。

（「なし」の声あり）

○議長（大瀬戸） ただいま町立小中学校タブレット端末等整備事業について説明を受け

ました。この事業については国のＧＩＧＡスクール構想の実現はもとより、このたび
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のような緊急時における子供たちの学力の保障のためにも、適切かつ早期に事業を実

施していただくことを要望し、まとめとさせていただきます。

以上で、執行部からの報告を終わります。

執行部の皆さん、ありがとうございました。

暫時休憩します。

再開は１０時３５分といたします。

休憩 午前１０時２１分

再開 午前１０時３４分

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） それでは、協議を再開いたします。

先ほどの教育部からの答弁に少し訂正があるようなので、教育部長より答弁をさせま

す。

横山教育部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○教育部長（横山） 貴重なお時間を頂き、大変申し訳ございません。

先ほど答弁をさせていただきましたＧＩＧＡスクールサポーターのことについてでご

ざいます。６月議会で補正予算を計上させていただくというふうに申しましたが、実

はこれは６月に国への補助金申請をするということの誤りでございました。できまし

たら９月での補正予算計上に向けて今から慎重に動いていこうというふうに考えてい

るところでございます。大変申し訳ございませんでした。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） それでは、退席を願います。

暫時休憩します。

休憩 午前１０時３５分

再開 午前１０時３６分

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 再開します。

続いて、その他ですが、まず私のほうからといたしまして、先ほど町長の発言にあり

ましたが、新型コロナウイルス対策に関する財政への影響を考慮し、町長以下、町三

役の給与の削減が行われるようです。
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日々、新聞等で報道されておりますように、県内の市町でも、首長、あるいは議会で

そうした動きが見られております。特に、議会としては現在、県議会や市議会などが

それぞれ削減を表明されておりますが、熊野町議会はどうするか、皆さんと協議をし

たいと思います。皆さんの御意見をお聞きしたいと思います。

先に削減ありきという話ではございませんので、忌憚のない御意見をお願いしたいと

思いますが、御意見ございませんか。何でもいいですけども。

尺田議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○５番（尺田） 議長としては、何割削減したいと思って発言したんでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 今のところ、現状でいいますと、そうですね。じゃあ資料を。資料と

いいますか、よそのまちの現状を表にしたものがありますので、一応配ってみますね。

しばらくお待ちください。

暫時休憩します。

休憩 午前１０時３７分

再開 午前１０時３８分

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 再開いたします。

ただいま配られましたのは、事務局のほうがまとめました新聞報道等で出ております

ものをまとめたものです。今日の新聞では、今、１の他議会における対応状況という

のがありますが、今日の新聞でさらに大竹市が出ておりました。

今ここにあります、ほぼ市ですけども、市の首長及び議員の皆さんがいろんな方法で

削減ということを、議決までいったところもありますし、これからというところもあ

るようです。それで、まだ今のところは、町といたしましては９町のうち世羅町だけ

が表明しておるというような現状でございます。

先ほど、減額の幅のようなことでしたが、ここにございますように、それぞれの町、

いろいろあるんですけれども、一つには、月々の報酬を下げる方法。それから、６月

の期末手当を下げる方法。それからさらに両方下げるとか、あるいは行政視察費用を

返上するとか、それぞれのいろんな方法をされておるようです。

熊野町といたしましては、今、町長以下三役が削減というふうに表明をされましたの
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で、我々も今後どういう対応をしたほうがいいのかというのを皆さんにお聞きしたい

と、皆さんの御意見を聞きたいということで、ここで聞かせてもらっておるというと

ころです。

これを踏まえて御意見ございませんか。

荒瀧議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１２番（荒瀧） 町長と私どもはちょっとポジションが違うわけでございまして、だか

ら私ども予算をできるだけ効率的に実行できるかどうかという精査をする必要があり

ますね。

地域ごとによって違います。マツダなんかがある府中なんかは大変だと思いますよ。

あれだけの営業、売行きが下がるわけですから。熊野は幸い、被害が少ないと思いま

す。ただ、化粧筆関係はとまっとったという経緯があるわけでございますけども、ス

ーパーマーケット等はどんどん雇用を増やしたいという現象も入ってまいりますしね。

その熊野の指標はどうなのかと、この機会に分析してみる機会になろうかと思います。

だから、所得収入。

で、不動産はどんどん動いております、今。田んぼが宅地になりよんですよ。これは

国税に入る分と県民税に入るのがありますね、住民税も。このあたりの実態も調査す

れば、私は熊野はそんなに打撃はないと。これはだからあくまでも科学的な情報をも

とに判断すると。ヤマ勘定じゃないんです、これは。できます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） ありがとうございます。

ということは、少し時間がかかるということですね。調査してからということですか。

荒瀧議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１２番（荒瀧） ええ、だから科学的根拠を私どもでやるか、町のほうから提示いただ

く。だから、町長がそれで引かれる理由は何なのかと。どちらかをとるかですよね。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 分かりました。

ほかの御意見はございませんか。

尺田議員。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○５番（尺田） ちょっと荒瀧議員の意見にちょっと反することなんだけど、一応コロナ

対策ということで、早急な即決、即断がわしは求められると思うんですよね、削減す

るかせんかというのは。調査をわざわざする必要はないような気がするんですよ。

それはそれであれなんですけど、私からしたら、１割削減だろうが、２割削減だろう

がいいんですけども、削減したものの用途ですよね。具体的にどう使うのかというの

は、できれば議会のほうで決められたらと思うんですよ。

さっき説明にあったんですけども、例えばなんですが、児童生徒、教員に対して、大

体２,０００人ぐらいになると思うんですけども、マスクを配布ということで、これに

対して２１０万の予算がついているんですけども、この中には幼保、幼稚園なり保育

所、そういった子供たちは多分、これ児童生徒だから含まれてないと思うんですよね。

だから、例えば幼保に対してのマスクを議会の削減したものの中で使うとか、ああい

ったものはある程度明確にしてから、この割合とかっていうのを決めたりとかすべき

なんじゃないのかなというふうに私は思うんですが、どうでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） いわゆるひもつきといいましょうか、こういうところへ使ってくださ

いよというやり方なんですけども、条例上、町のほうの一般財源に返すという形にな

ります。要するに、一旦もらってどこどこに寄附するとかいうことは不可能ですから、

町の条例において町に返納するというやり方ですので、一般財源に入りますので、ど

う使うかは町なんですね、法律上。ただ、これに使ってくださいとお願いはできます

が、実際使うのは町のやることですから、なかなかこれに使うというのは難しい面が

あるんじゃないかと思われます。

尺田議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○５番（尺田） 議会費の中からやれんのですか、項目をつくって。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 議会費というのは。技術的にはどうでしょうかね。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○５番（尺田） 削減するのは私は賛成ですよ。できれば用途を議会で決めれりゃ、それ

が一番いいのかなという。目的がはっきり分かってからの削減なら大賛成ですよ。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） ちょっと難しい、法律的にちょっと調べる必要があるかと思います。

また後ほどお願いします。

民法議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１１番（民法） 報酬も期末手当もなんですが。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） ちょっとマイクを口元に。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１１番（民法） 議会費というか、我々委員会の視察、全員で視察へ行ったりするじゃ

ないですか。今年度は当面、コロナということで行かないということで、その財源を

これに充てるといったようなことも検討したらいいんじゃないかと思うんですが。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） ありがとうございます。

いわゆる視察研修にかかる費用を返上すると、一般会計のほうに返上するという方法

は確かにありますし、ここにありますように呉市議会はしているようです。そういう

方法はありますね。

ほかにございませんか。

荒瀧議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１２番（荒瀧） 今の緊急予算関係で、マスクがありますよね、２,１００万円。これ

マスクを買うて配るんでしょうけど、町内で作るという方法もあるんよ。その労働を

地域に落とすわけですよ。そしたら報酬として内職で入ってくる。熊野は体質的に分

かるでしょう。だから、いろんな意味で工夫、改善する要素がある。そのためにはぜ

ひ特別委員会でもやりましょうや、全部精査するのよ。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 今、話題にしているのは、我々の議員報酬なり、何なりを下げるのか、

あるいはこのままいくのか、あるいはしばらく様子を見るのか、ということでありま

して、そのマスクの配り方とか、作り方とかいうのはまた別の次元ではないかと思い

ます。
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荒瀧議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１２番（荒瀧） 同じ次元なんよ。結局、その費用を減らすわけですよ、歳出を。とい

うことは、減らすのと増やすのと同時的に考える人が要るんよ。私らはそれを議決す

る立場にあるんですね。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） ほかにありませんか。

暫時休憩します。

休憩 午前１０時４７分

再開 午前１０時４７分

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 事務局の調べで、先ほどの議会費を運用して何かしたらどうかという

ことがありましたけども、議会費はあくまでも議会の運営のための費用ということで、

コロナ対策ということに関しましてはまた別項目ということになりますから、流用と

いうても款項の部分ですから、なかなかこれ難しいかなということがあります。

ですから、先ほども言いましたように、やるんであれば返上して、一般会計に戻して、

そこから執行部が何かに使うという方法しかないのかなと思ってます。もちろんそこ

で要望はできます。あれに使ってくださいと。ただ、最終的に決めるのは執行部でし

て、それを議会のほうはいいですよと承認するかという段取りかなと思いますね。

だから、これに使ってくださいというふうに議会のほうからお金を出すということは、

技術的にちょっと難しいということですね。法律は我々は変えられない、条例なら変

えられるんですけど。

尺田議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○５番（尺田） ある程度、目的というのは強く要望というのはしてもらいたいですよね、

できれば。どういうふうな使い道をして、議員として、議会として削減したんだけど、

削減したものについては住民にこれだけの効果というか、ものができたんだよという

のは、できれば広く住民には分かるようにしてもらえたら一番ありがたいですよね、

と思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○議長（大瀬戸） 分かりました。

どうしましょうかね、この場で今。

時光議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１０番（時光） 交付金を頂きまして、取りあえずということだと思うんですが、間違

いなく第２波、第３波も来ると思うんですよね、また秋になるとそういうことも考え

られると思います。それも何に使うかは別として、私は削減、具体的にいえば期末手

当の２０％ですか。それと先ほど民法議員が言われた行政視察費の中止、全面削減と。

月々のいずれにしても分母が少ないですから、我々は。月々のちょっと痛い分があり

ますので、今の期末手当２割と行政視察費の中止、この２点がいいんじゃないかと思

います。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） そのほかには。

荒瀧議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１２番（荒瀧） 一つ一つ、議論を深めていかにゃいけんと思いますよ。だから、町の

想定ではどれだけのコロナの被害が出てるのかと。どれだけ想定できるのかというデ

ータが欲しいよね。熊野では発生してないですよね。ＩＣＵがあるような病院も熊野

にはないんですよ。だから、そういうものを今把握することによって、今の第２波、

第３波が来るときにどんな状態が熊野の中で想定できるかということが勉強になるわ

けよ。そがに時間がかからへんですよ。ぜひ科学的データを求めましょうよ。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 光本議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○３番（光本） 私の考えは、ちょっと数字的なところは私の場合まだ整理できてないん

ですが、いずれにしても削減を期末手当か月々の報酬か、いずれかですべきだと思い

ます。これスピード感が大事です。対町民、住民の見てくれというか、ためにやるわ

けじゃないですけども、町長が、町長と三役が削減するという状況の中で、町民目線

でいえば、議会はどうかいなと、絶対出てきます。
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先ほど荒瀧議員が言われた、いろんなエビデンス等を整理した上でと言われましたけ

ども、これはどういう計算をしても出ません。マツダが連結決算で８０％利益が減っ

たというのはありました、新聞で。町内の筆屋さん、飲食店等、私ちょっと回ってみ

ました。先ほど町内に痛手はないという何か声があったようですが、そんなことはあ

りません。町内、かなり売上げが下がっております。特に、県外のほうへ営業で回ら

れている筆屋関係は、２月から全然出られないということで、やはり言い方は古いで

すけど、行商を主体としたそういう営業形態をやっています筆屋さんはほとんどスト

ップで、時短とか、休業させたり、休ませたりとかいう状況は非常に多いです。とい

うことから見ても、やっぱりここは議員として、町執行部と三役と歩調を合わせてす

べきだと思います、私は。

ただ、数字的なところは、町長が１０％、月額報酬であれば１０％、期末手当であれ

ば、時光議員が言われたように２０％が妥当かなというように感じますが、ここはち

ょっと私自身整理できておりません。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） ほかに御意見ありますか。

片川議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○９番（片川） 頭から執行部が削減するから議員も削減するんじゃという議論は、議員

として、議会として失格ですよ。そういうことでなくして、議会人が、議会が議会人

としてそれぞれいろいろな思いを持った中で、自分たちの立ち位置で決めるべきなん

です。執行部がやるからやるいうこういう、よそがやるからやるとか、こういう風潮

はなしにして、私は別に反対しませんよ。そりゃ、必要であろうと。議員の姿勢とし

て必要であろうと。

ですが、今いろいろな意見が出てますよね。ちゃんと思いがありながらしゃべれない

方もおってじゃろうと思いますよ。ああ思われるんじゃなかろうか、こうとられるん

じゃなかろうかいう思いを持った方もたくさんおられてんじゃないですかね。

ちょっと考える時間を与えてあげて、議員が一人一人、議会人としてどうあるべきな

のか。執行部は関係ありませんよ。三役が下げたから下げるんだと、足並みをそろえ

るんだ、これは議員として間違うとる、考え方が。議員として、町民代表としてどう
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あるべきか。

今も言うたように反対はしません。削減をすればいいが、どのような形でするべきか

というのは、それぞれ発言をされた中でありましたけど、もうちょっと時間を与えて

あげたらどうですか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 分かりました。

時間をということになりますと、削減をするにしても、発議して条例でという段取り

になりますので、６月議会に出せるか、あるいはこれについての臨時をしても問題は

ないんですけれども、例えばいつ頃までに結論、するしないを出したらいいかという

ような案はありませんか。例えば、今日もう決めてしまえとか、あるいは次にみんな

が会うのは議会なんですけど、議会の会期中にもう一回この話をするか、そういった

ようなあたりはどうお考えでしょうか。

時光議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１０番（時光） 期末手当の支給は６月の３０ですか。それにおいて、例えばこれを削

減するとした場合。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 多分、タイムリミットが１５。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議会事務局長（西村） １０ぐらいになります。ごめんなさい、３０の支給で、会計上

の都合になりますけども、１０日前ぐらいまでに会計ができなくちゃいけないので、

その前段で１９日までの、金曜日になると思うんですが。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 議会後、１週間ぐらいまでは余裕があると。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１０番（時光） ・・・何かしなくちゃいけないわけですから、臨時議会をするように

なりますよね。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 議会中に間に合わないようなら、会期中に臨時議会、臨時議会じゃな

いですね、会期中だから再開させればいいんですが。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１０番（時光） それじゃあ間に合うんですね。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） １９までなら間に合うようです。それはいわゆるボーナスの件ね。報

酬の件は、もう６月分は間に合わないということで、やるとしたら７月からというこ

とになるようです。

山野議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１４番（山野） これやるならもう６月中の議会で提案しないと、やっぱりスピード感

がないと思います。それで、報酬に関しては、やっぱりほかの市議会なんかに比べる

とかなり半額近く低いですので、それぞれの毎月のあれがあると思いますので、期末

手当の２０％削減と、先ほどあった政務調査費というか、視察費の全額削減というか。

今の状況じゃあ行けないだろうし、議会議員としてもなかなか活動もできてないので、

少しは何とか自粛していけばいいんじゃないかと思いますので、賛成で、即やってい

ただければと思います。

また、町に対しての行政に対しても、そういう希望はもう分かってらっしゃると思う。

何のための削減かというのはもちろんそこから来ているので、言わなくても、大きな

声を出さなくてもいいと思いますので、よろしくお願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） そういう意見でした。

ほかにはありませんか。

技術的には１９日ということですが、いつこの話をもう一度するのか、ここで決める

のかというところはいかがでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１４番（山野） ここで決めたらいいんじゃないですか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） ここで決める。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１２番（荒瀧） 決めましょうや。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○議長（大瀬戸） 決めたほうがいいと思う方が多ければ、今日ここで決めたいと思いま

すが。

山吹議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１３番（山吹） このようにさっきから期末手当の何％とかいうのは決められると思い

ますし、一応今日、一人一人自分の思いの話を出してもらったらどうかと思うんです

わ。それから、その間もまた考えれば妥当な判断ができるんではないかと思うんで、

ちょっと一人一人聞いてみてもらったらどうかなと思います。

私自身は、山野議員が言われたように、期末手当、パーセンテージは分かりませんけ

ども、それと視察の費用のカットなどを決めたらと思います。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） そういう御意見がありましたので、お一人ずつ、じゃあ聞かせていた

だいてよろしいですか。

じゃあ、１番の水原議員から。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○９番（片川） いいですか。視察の金額というものは。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） マイクをちょっと。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○９番（片川） 今回入られた議員さんは分からんと思うんですね。その予算を教えてあ

げてくださいよ、発言をさす前に。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） しばらくお待ちください。

それでは、事務局よりちょっと言ってもらいます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議会事務局長（西村） すみません、失礼いたします。

視察の費用ということで、まず各常任委員会が視察に行かれるための経費として予算

化した部分がございます。３常任委員会合計で１３１万７,９６０円、１３０万円余り

が計上されております。それから、あと皆さんで行動される、国会等の視察研修とい
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う形で組んでおります。これが１６人分で１４５万６,０００円ございます。あとそれ

でいえば広報特別委員会がまた別個で５８万５,０００円という形で組んであるのがあ

ります。今の合計で申しますと３３０万余りになろうかという計算になろうかと思い

ます。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 今の説明のとおりでございます。

それでは、今のを踏まえまして、具体的な案がなければないでいいですけど、今思っ

ておられることを言っていただきたいと思います。

水原議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１番（水原） 私も皆さんが言われたように、６月期末手当のカットと行政視察の返納

ですね。これでいいと思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 分かりました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１番（水原） 時期は早めに決めたほうがいいと思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 福垣内議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○２番（福垣内） 私も期末手当を削減する場合を２０％案が適当であろうと考えます。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 視察の費用に関しては。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○２番（福垣内） 私はもともと全廃ですから。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 全廃ね。時期としては早いほうがいい。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○２番（福垣内） 時期としては早いほうがいいと。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 光本議員は先ほど聞きましたが、もう一度お願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○３番（光本） いろいろな方の意見が出ました。行政視察の廃止、それと期末手当の２

０％減、本日決定するということがいいと思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 中島議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○４番（中島） 中島です。

まず基本的には削減するということでいいんですけど、目標値の数字ありきではない

と思いますけど、研修関係が約３３０万あるということは、もう特段これで十分かな

という感じがしないでもないんですけれど、それにプラス期末の手当を２０％とより

もう少し削減、例えば１０％か１５％か、そういった形で組み合わせてもいいかなと

思います。今の研修費３３０万で十分かなという感じはします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 時期は。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○４番（中島） 時期はもちろんこの６月ぐらいにできればいいかなと思いますが。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 尺田議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○５番（尺田） 皆さん、期末手当２割削減というのと、あと視察の経費を全て削減とい

うふうにおっしゃってるんですけども、僕はその部分についてはそれで、割合もいい

と思っております。あと、月額ですよね。私は１０％削減してもいいんじゃないのか

なというふうに思っております。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） プラス、さらにということですか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○５番（尺田） さらにね。そこまでせんにゃ、ちょっと同じ削減をするにもちょっとぬ

るいなという気がするんで、町長と同じ割合でわしらはしてもいいのかなというふう
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に思います。おおむね２５万円として、その１割なんで、月額、２万５,０００円。そ

こまでケチらんでもええかなと思うんで、町長と同じ月額１０％と期末手当２０％で、

あとあわせて行政視察の経費全て削減ということで、そのように思っております。時

期としては即決即断していただきたいんで、本日決めていただけたらと思います。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 竹爪議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○６番（竹爪） 私も削減ありきだと思うんですよね。できましたら６月でよろしいかと。

それと、今尺田議員がおっしゃいましたけど、月額の報酬のほうも１０％頂いて、期

末手当のほうを逆に２０％ではなくて、１０％、１０％でいったらいいと思っていま

す。それに行政視察のほうも減らしていただいてというかたちで、今日決めていただ

きたい。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 諏訪本議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○７番（諏訪本） 私は今日決めていいと思いますけども、町長らと一緒になりたくない

なと思って、議会は議会としてのやっぱり考え方として発表というんですか、町民の

ほうにアピールしていきたいというように思います。

削減の内容については、わしはオール１０％でええかなと。要するに期末も給与も１

０％と。それから今の旅費の件ですね。これを全部含めてやればいいと。

それから、もう一つ、さっき尺田議員のほうから話がありましたけども、やっぱり議

会として執行部のほうへ要望というんですか、こんな形で使ってほしいという希望や

ら要望はやっぱり議会として述べなきゃいけないというふうに思っております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 時期は、だからずらすということですか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○７番（諏訪本） 今日決めてもいいですけども、丸めて新聞に載ったりするのは町長と

一緒になったりすると思うんですよ。それはやっぱり私は、町民から見たりすりゃ、
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町長がしたけえ、三役がしたけえ議会もしたんよというぐらいの話にしか受け止めら

れないと思うんですよ。やっぱり議会は議会としての考え方をやっぱり町民のほうに

アピールすべきだというように思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） そうすると、具体的に発表を遅らすということですか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○７番（諏訪本） そうですね。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 沖田議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○８番（沖田） 私は今日決めたらいいと思っております。報酬を１０％、期末手当を２

０％、行政視察の全額削減ということでいいと思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 片川議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○９番（片川） 皆さんおっしゃるんじゃけ、延ばす必要はないですね。今日決めんさり

ゃええですよ。視察全廃、今期に対しての視察の全廃いうのはすべきでしょうね。今

期の流れからいってですね、視察なんかする権利はないです、うちの議会に。これ全

廃すりゃいいと思います。削減に関しては、１０％でいいと思われます。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 報酬。期末手当。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○９番（片川） 期末だけでいいと思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 期末１０％ですね。

時光議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１０番（時光） 私は先ほど言わせてもらったとおりで、今日決めていただければよろ

しいと思います。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） ２０％ですね。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１０番（時光） ２０％と視察ですね。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 民法議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１１番（民法） 決定は、今日決定できれば今日がいいと思うんですが、私も期末手当

２０％、報酬１０％、そして視察の返納ということで思ってます。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 荒瀧議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１２番（荒瀧） 流れ的にはよく分かりました。だから、削減で私もよろしいと思いま

す。

科学的には無理だという意見がございます。確かに行商などで所得税を払ってらっし

ゃる、住民税など非常にわかりづらい方もあると思うんですね。このあたりでは把握

できにくい点はあるかと思いますが、これを機会に町の財政状態はどうなのか、どう

やったら税金が増えるのか、増やせるのか。これを考えるチャンスにしていただきた

いと思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 答えは。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１２番（荒瀧） 言うたとおり。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 具体的な数字はいいですか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１２番（荒瀧） １０％、１０％ですかね、即刻。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） １０％、１０％。視察費用も返上ですね。
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先ほど聞いたばかりですが、もう一回お願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１３番（山吹） 私は今日決めればいいと思いますし、期末手当の・・・２０％、それ

とまた視察の費用を全面カットでいったらなというふうに思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 報酬は。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１３番（山吹） 報酬は据置き。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 山野さんは、もう一回お願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１４番（山野） 私はもう即今日決めていただきたいと思います。それから、視察も全

廃、あるいは期末手当の２０％、報酬に関しては、もしそういう報酬の削減のほうが

多ければ１０％で６か月ということで。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 報酬の何が。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１４番（山野） もし削減の賛成が多ければ、それに同調します。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） ありがとうございます。

今、中原議員が欠席されておりますが、１４名の方々の意見を述べていただきました。

まず、全会一致なのが、決定は今日と。それから、視察研修費用は全額返上と、この

２つにおいては全会一致ですので、決めたいと思います。

それから、あとは期末手当を２０％下げるという意見が８名、１０％が５名、６名と

いうことです。それから、報酬を１０％カットというのが６名、あとは報酬は引かな

いということでした。このあたりですが、多数決で決めるのがよろしいでしょうか。

では、報酬１０％が６名、半分以下ですから、期末手当の２０％減、報酬はそのまま。

視察全納、そして今日決定。それから発表、今、諏訪本さんが少し町長の発表とずら

したほうがいいという意見がありましたが、これについては。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１４番（山野） 載せたらいいよ。逆にすると、町長がやったけえみたいな、また後か

らやったんだねと言われるというか、一発で載せたほうがいいと思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 今日決めれば、９日に、９日じゃないな、議案の最後になるかもしれ

ませんが、ほぼ町長と同じレベルで議決をすることになると思います。それでよろし

いですか。

（「はい」の声あり）

○議長（大瀬戸） それでは、以上のように決めさせていただきます。

この件は条例改正が必要ですので、事務局でこの条例案を作成しまして、それ用に発

議をするということになります。次の定例会で発議を提出することとしますが、発議

者は議会運営委員会時光委員長にお願いしようと思いますが、よろしいでしょうか。

（「はい」の声あり）

○議長（大瀬戸） では、そのようにします。事務局に発議の案を準備させますので、帰

られる前に署名をしてください、発議書に。すぐ用意しますので。

以上で、今のことは終わりとさせていただきます。

もう１点、続いて新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に向けた対応について協

議したいと思います。

４月２１日に開催した全員協議会で、感染拡大防止に向けた対応について申し合わせ

ました。この申合せに関して、去る５月２５日に、政府が緊急事態宣言を解除するな

ど状況が変わってきましたので、これを見直そうというものです。お手元の案がござ

いますかね。この案、前回の申合せをもとに作成したものでありまして、線を引いた

り、多少追加したりしてあります。

８月１日、政府の、この資料があると思うんですが、政府のあれで８月１日をめどに

というふうになっております。ですから、期限は８月１日まではやはり用心をするこ

とにこしたことはないということに変わりはありません。

それで、まず申合せ事項１から１２まであって、１番の不要不急というのはあえて外

してもいいということと、それから問題は議員の資格を拘束する２週間、東京とかへ

行った場合に２週間登庁をしないでくださいという話は、これをもって解除します。

解除はするんですが、極力行かないようにはしていただきたいと思います。
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それから、６番の懇親会、これについても、今の国からの指針が６月１９日から少し

緩めますということですので、１８までは特に懇親等に、職員は１８までは懇親会を

するなというふうになっておりますので、職員を伴う懇親会は慎んでいただきたいと

思います。それと、議員御自身と、また友人とか知人とかの懇親会に関しては、用心

をしていただきながらやっていただいて結構ではないかと思っております。

それから、７番以降、これはまだどうなるか分かりませんので、一応今の段階では何

とも言えませんので、状況を見て、また８月、あるいは９月あたりに解除するものは

解除とかいうことになりますが、先ほどの決定のように、行政視察を返納いたします

ので、行政視察はもうないということになります。

あとは特にございません。

それから、傍聴ですが、基本的には傍聴は許すというか、来ていただくようになるん

ですが、できれば皆さんの支援者の方々を呼んで、来てくださいというふうに呼ばな

いようにお願いしたいと思います。極力３密を避けるという意味で、その辺はまだず

っと続きますので、ネットで見てもらうということにして、この傍聴席には皆様の支

援者の方々を呼ぶという行為はちょっと控えていただきたいなと思います。個人的に

来られる方を拒むことはできませんので入れますけれども、ということでございます。

以上のことで、御意見とか、質問とかございますか。特に分からないとか。

それでは、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に向けた対応についての申合せ

についてはそのようにいたします。

その他、何かございますか。

荒瀧議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１２番（荒瀧） ・・・全協のときに申し上げましたが、去年の１２月の分。あれは定

数という数でございましたが、あれは議員の役目は何なのかというとこから始まって

おるわけでございます。これはいかが対応されますか、議長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） ちょっと質問の趣旨がよく分からない。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１２番（荒瀧） 特別委員会、８年にわたってやりましたね。議長も委員長でございま

した。その中で、目的が数である、金額であるという方も多かったんですが、それ以
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前に議員の役目を問うて歩いたわけです。これを一方的に破棄されたわけですね。分

断されたわけでございます。これをいかに合意形成を進めて直すか。考えてみましょ

ういうことじゃなかったですかね、前回。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 提案してくださいって言ったんですけどね。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１２番（荒瀧） 提案は何度も申しておりますが、特別委員会をつくってください。検

証委員会。なぜあれが起こったか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 特別委員会。何の特別委員会ですか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１２番（荒瀧） なぜあの暴走が起こったかということでございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 今、荒瀧議員から特別委員会を立ち上げてはどうかという御意見がご

ざいます。その内容については、１２月に議決しました定数削減、これについてです

ね。これについてでよろしいですね。これについての特別委員会を立ち上げたらどう

かという御意見でございます。

これにつきましてはもう何度か出てますから皆さんも御承知だとは思いますし、全員

おられるので、ああ、中原さんはおらんか。立ち上げるか、立ち上げないかというこ

とにつきまして、賛否をとりたいと思いますが、よろしいですか。

（「はい」の声あり）

○議長（大瀬戸） それでは、荒瀧議員、何かありますか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１２番（荒瀧） いえいえ、ただ賛否をとっても、大多数で可決されたわけですから、

なぜそうなったかは分からんのよ。別の手法をとっていただかなくちゃいけない。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 特別委員会じゃないんですか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１２番（荒瀧） いや、そりゃ特別委員会で、多数決の中に入ってらっしゃった、多い

ほうでない方の意見を取り上げるのが議長の役目ですよ。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 特別委員会を立ち上げるようにという提案だと思いましたが、違いま

すか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１２番（荒瀧） そうです。少数意見を聞くために特別委員会を設けていただきたいと

いうことです。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） ですね。ですから、それについて皆さんの御意見を、賛否をとりたい

と思うんですが、間違ってますか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１２番（荒瀧） そのとり方であれば成立はしないんですよ。自分らが可決したものを

否決することになりますから。それが議長の采配なんです。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） ほかの方法はありますか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１２番（荒瀧） 考えようということはなかったんですかね。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 誰が。

じゃあ、片川議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○９番（片川） 議長が議題に上げてあげてくださいや、全協なりなんなりで。で、荒瀧

議員がおっしゃってきたことは、ずっと右から左へ流してこられたんですね、議長が。

その中での発言をしとられる。そういう思いの中からね。

皆さんに意見を聞いていうか、賛否をとるいう方式で、今日、今荒瀧議員がおっしゃ

ったとおりですよ。ああいう可決の仕方をして、ああいう無謀なやり方をされて、全

然違うものも一緒にされて、やったじゃないかいうことを言いながらむちゃくちゃな

ことをしんさったことに関して、これ議会が、議会として成り立ってないんですよ。

そりゃ、成り立っとるいや成り立っとるんかのう。国から順々に下がってきても、人

数が多いけりゃ通るんじゃと。これが民主主義じゃいや民主主義かも分からんが、民

主主義でない部分も多々感じられる。
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投げかけを荒瀧議員がされてきたものを、ずっとスルーしてこられた。その中で考え

ましょうということも議長はおっしゃってきた。だから、その答えを議長がいつまで

出すいう答えを荒瀧議員にされるか、もしくは、じゃあ次回の全員協議会で議題とし

て上げますよということがあれば、今の話も割と滑らかに進むんじゃないかなという

気がするんですね。

しれっと、あんたの言うことは聞き入れんぞというふうに聞こえる。ちゃんと流れを

組み立てられて、議長が答弁なさったことも責任をもってある程度やっていかないと

いけないんじゃないかなと思うんですね。何らかのことを、何らかの答えを、議長と

して、このことに関してはこういう形で進めることを、いつまでに答えますよという

ことをおっしゃってあげてくださいよ。これは議論になりませんよ。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） ちょっとよく分からないのは、何について。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○９番（片川） 結局、特別委員会をつくれというのは、全体で特別委員会をつくったっ

て、そりゃ話になりませんよ。それを検証する、なぜそうなったのか。議会として、

議員一人一人が議会人として本当に考えてやったことなのか。議運のほうでも流れと

しておかしいだろう、話の持っていき方がおかしいだろうということも一切取り上げ

ない、皆却下です。ありきでやってこられたんですよ、あれは。ありきでね。

実際に、内容が分かった上で必要なことであるよと、それを皆さんがほんまに理解し

たのか。８年、特別委員会をやってきた、その８年の話は何じゃったのか。それを新

しく入られた４名がどれだけ理解されてサインされたのか。そういうこともちゃんと

知らしめて、今後のために協議をしとかなきゃいけないよというのが荒瀧議員でしょ

う。私は誰に偏ってどうせいいうんでなくして、今の流れを見よりまして、議会の進

行として私はおかしいと思うんですね。意見が出たことに対して、議長は取り合おう

としない。ですが、表面上は考えましょうということをおっしゃっとる。その場しの

ぎで考えをおっしゃって、その後は知らん顔されとる。それを毎回おっしゃっとるん

です。

荒瀧議員の表現もおかしいかも分かりません、そりゃ。伝わりにくいかも分かりませ

んよ。やっぱり議長が吐いた唾飲まんように、発せられた言葉をちゃんと責任をもっ

て、このことに対して。
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もう一つお伺いするとしたら、このことに関して、荒瀧議員と議長室でお話しなさい

ました。公の場で、考えましょうと言われただけで、解決しようと思ったら、荒瀧議

員と議長室でないとお話されたらいいと思うんですけどね。どういう形でどう進める

べきか。何も荒瀧議員も議長の進行を妨げようとしとるわけでもない。ただ、ほじゃ

があまりにもその場しのぎの返事で逃げとられる。ちょっと考えてみたらどうですか

ね。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 時光議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１０番（時光） まず去年の１２月の定数削減に関してですけど、８年間の特別委員会

がありましたけど、新しい人が入ってきたということで、新たにそういう話が出たわ

けでして、何も新しい方々も立派な方々ですから、その何も内容も分からずにいうわ

けではなかったと思いますし、結果ありきというようなのもちょっと考え過ぎじゃな

いかと思います。

ただ、荒瀧議員の今回のお話なんですが、そういうことをしていると、本会議で議決

したというのはどういう意味があるかということになりますよね。その都度特別委員

会をつくって、あれはおかしかった、これはおかしかったって。それはちょっとおか

しいと思います。

逆に、議長に対して言いたいこととしては、今、片川議員が言われたように、直接、

しっかり話をしてほしいということと、進行上、議長の優しさでしょうね。最初の一

言で突っぱねてもいいんですが、やはり荒瀧議員の意見を一通り聞いておられるわけ

ですから、ここらをもうちょっと整然と、ノーはノーと言われればいいんじゃないか

というふうに思います。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） 山野議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１４番（山野） 新人議員だからよく分からないだろうというのは失礼だと思います。

議員としてやっぱり出てこられたら、それだけのやっぱり見識と経験等いろいろ持っ

てらっしゃって、それでもって自分の意見をしっかり述べられたのに、それに対して
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賛成したからおかしいんじゃないかというのは、それは失礼な、議員として侮辱した

言い方だと思います。

数でそりゃ９名になったんですけれども、それはそれなりのやっぱり住民からの要望

がいろいろあったんだと私は思っておりますので、それを今さら翻すこともできない

し、それをどう検証すると言われても、議会の運営の仕方は別に間違ってなかったと

思いますので、何も特別委員会をする必要はないと思います。

以上。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） いろんな意見がございました。

私も議長として至らん点があったのかもしれません。ただ、法律、あるいは条例に基

づいてやる立場でございますので、それは間違ってはいないと思いますが、感情的な

もの、あるいは人情的なものというものに関して足りないものがあったということで

あれば、また解決に向けて頑張っていきたいと思いますが。

一つ、荒瀧議員にお願いがあるのは、議場で、あるいは委員会室で、相手を侮辱した

り、無礼な態度をとったり、汚い言葉を使ったりするのは遠慮していただきたいとい

うのが一つあります。やはりそこらは私も頑張りますから、荒瀧議員も頑張っていた

だきたいと思います。

もし、先ほど片川議員がおっしゃられたように、話が必要であると、話をしたほうが

いいということであれば、いつでも構いません。ですから、捨てぜりふのような話は

やめていただきたいと思います。

荒瀧議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○１２番（荒瀧） 捨てぜりふと聞こえたら誠に申し訳ないと思うんですが、端的に言わ

ないと理解いただけないというのがこのたびの２回です。去年から。

具体的に申しますと、前回の１２月議会、提案者の内容が理解できないんです。こう

いう理由で定数削減という理由が分からない。賛同者の方の意見も分からない。その

説明を受けようとすると、議長が強引に可決に持っていかれたという点。これを十分

に説明頂きたいと。

もう一つ、４人の新人がおられます。十分人格を持った成人の方でございます。その

方々との一回のお話合いがないわけですね。これをせずに、強引に運ばれたわけです。
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やっぱり議場というのは多数決では最終はあるのかも分かりませんが、合意形成です。

少数意見をいかに吸い上げて、新しいステージをつくり上げるか、新しい合意をつく

るか。私はそういう議会運営を望んでおりますので、今後、そういう人の中で端的に

御指摘を申し上げます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（大瀬戸） それでは、この件につきましてはこの程度とさせていただきますが、

よろしいですか。

（「はい」の声あり）

○議長（大瀬戸） 以上をもちまして、全員協議会は終了といたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

（閉会 １１時３８分）
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